
「
戦
争
法
案
を
廃
案
に
し
よ

う
」
「
戦
争
法
案
は
憲
法
違
反

だ
」
「
安
倍
内
閣
は
国
民
の
声

を
聞
け
」
６
月
21
日
（
日
）
Ｊ

Ｒ
八
田
駅
前
の
八
田
公
園
で

「
戦
争
法
案
廃
案
を
求
め
る
中

川
区
集
会
」
が
行
わ
れ
、
そ
の

後
、
八
田
や
、
高
畑
、
あ
お
な

み
線
荒
子
駅
ま
で
パ
レ
ー
ド
が

あ
り
、
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
が

こ
だ
ま
し
ま
し
た
。

未
明
か
ら
降
り
始
め
た
雨
が

ひ
と
き
わ
強
く
な
る
中
、
呼
び

か
け
団
体
や
参
加
者
が
集
ま
り

集
会
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

呼
び
か
け
団
体
を
代
表
し
て

地
域
労
働
組
合
セ
ン
タ
ー
の
北

村
さ
ん
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、

参
加
団
体
の
発
言
が
あ
り
、
西

部
民
商
か
ら
は
「
平
和
で
あ
れ

ば
こ
そ
商
売
が
で
き
る
、
戦
争

す
る
国
に
し
て
は
い
か
ん
」
と
、

新
日
本
婦
人
の
会
中
川
支
部
か

ら
は
、
「
昨
日
も
『
女
の
平
和
』

行
動
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

愛
す
る
人
や
家
族
を
守
る
た
め

戦
争
法
案
を
許
さ
な
い
」
と
、

過
労
死
裁
判
で
有
名
な
中
川
区

在
住
の
水
野
幹
男
弁
護
士
は
、

「
先
週
14
日
弁
護
士
会
が
呼
び

か
け
た
集
会
に
は
４
千
人
が
集

ま
り
、
弁
護
士
も
２
０
０
人
ぐ

ら
い
参
加
し
ま
し
た
。
安
倍
政

権
は
法
律
で
憲
法
を
変
え
よ
う

と
し
て
い
ま
す
」
と
糾
弾
。

日
本
共
産
党
を
代
表
し
て
江

上
博
之
市
会
議
員
が
戦
争
法
案

反
対
、
国
会
で
廃
案
に
と
訴
え

ま
し
た
。

最
後
に
、
「
戦
争
法
案
廃
案

を
求
め
る
決
議
」
を
確
認
し
ま

し
た(

２
面
に
全
文
）
。
集
会

後
、
参
加
者
は
八
田
か
ら
あ
お

な
み
線
荒
子
駅
ま
で
パ
レ
ー
ド

日
本
共
産
党
愛
知
県
委
員
会

は
、
６
月
５
日
記
者
会
見
で
、

来
年
７
月
の
参
院
愛
知
選
挙
区

に
、
す
や
ま
初
美
さ
ん
（
36
歳
・

新
）
を
擁
立
す
る
と
発
表
し
ま

し
た
。
す
や
ま
さ
ん
は
、
「
広

告
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
働
き
な

が
ら
、
青
年
運
動
に
参
加
し
て

き
ま
し
た
。
職
場
で
は
終
電
時

間
を
超
え
る
長
時
間
労
働
が
横

行
、
そ
ん
な
と
き
、
国
会
で
、

『
若
者
を
使
い
捨
て
に
す
る
な
』

と
訴
え
る
日
本
共
産
党
に
励
ま

さ
れ
ま
し
た
。
『
若
者
を
戦
場

に
送
る
な
！
平
和
憲
法
を
守
れ
』

『
み
ん
な
が
希
望
の
持
て
る
日

本
と
愛
知
を
』
つ
く
り
ま
す
」

と
決
意
を
語
り
ま
し
た
。

を
行
い
、
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル

で
沿
道
に
訴
え
ま
し
た
。
集
会

の
模
様
は
、
東
海
テ
レ
ビ
が
取

材
し
、
６
月
24
日
、
ニ
ュ
ー
ス

特
集
で
放
映
さ
れ
ま
し
た
。
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４
月
市
議
選
後
初
の
論
戦
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
６
月
19
日

か
ら
７
月
６
日
ま
で
６
月
議
会

開
会
中
で
す
。
今
回
党
市
議
団

は
、
新
人
議
員
を
中
心
に
質
問

し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
私
の
本

会
議
場
で
の
出
番
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
都
市
消
防
委
員
会
が
29

日
か
ら
７
月
２
日
ま
で
あ
り
、

質
問
し

ま
す
▼

戦
争
法

案
に
加

え
、
労
働
者
派
遣
法
、
国
民
健

康
保
険
の
保
険
者
を
名
古
屋
市

か
ら
愛
知
県
へ
変
え
保
険
料
を

上
げ
る
動
き
、
と
雇
用
で
も
暮

ら
し
で
も
平
和
で
も
暴
走
す
る

安
倍
政
権
。
国
の
悪
政
の
防
波

堤
と
な
る
名
古
屋
を
つ
く
ろ
う

と
論
戦
に
挑
ん
で
い
ま
す
▼
中

村
区
の
藤
井
ひ
ろ
き
議
員
が
初

質
問
し
ま
し
た
。
年
金
機
構
の

情
報
流
出
が
起
き
、
原
因
究
明

も
な
い
中
で
、
国
民
の
情
報
を

国
が
管
理
す
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

法
の
実
施
に
伴
い
個
人
情
報
保

護
条
例
改
正
に
つ
い
て
問
題
を

指
摘
し
、
河
村
市
長
も
延
期
に

同
調
し
ま
し
た
▼
議
案
に
対
す

る
質
問
、
議
案
外
の
質
問
に
つ

い
て
、
団
会
議
で
質
問
者
、
質

問
項
目
、
内
容
の
検
討
を
重
ね
、

そ
し
て
、
議
場
で
の
手
順
を
練

習
す
る
な
ど
し
て
臨
み
ま
し
た

▼
党
新
人
議
員
の
堂
々
と
し
た

態
度
に
、
さ
す
が
、
の
声
。
新

し
い
息
吹
を
う
け
、
改
め
て
初

心
に
帰
っ
て
議
員
の
役
割
を
果

た
そ
う
、
と
決
意
し
て
い
ま
す
。

６
月
議
会
で
公
約
実
現
を

市
会
議
員

江
上
ひ
ろ
ゆ
き

弁
護
士
法
律
相
談
７
月
16
日
（
木
）
午
後
６
時
半
電
話
３
６
３
‐
１
４
５
０
江
上
事
務
所

雨にも負けず、ストップ戦争法案を掲げてパレードするみなさん

戦
争
法
案
は
廃
案
に
す
る
ぞ

ど
し
ゃ
降
り
の
中
、
中
川
で
集
会
・
パ
レ
ー
ド

廃
案
求
め
決
意

決
議
、
そ
し
て
パ
レ
ー
ド

参
院
愛
知
選
挙
区
す
や
ま
初
美
さ
ん
擁
立

す
や
ま
初
美
さ
ん(

右)

と
江
上
市
議



「
核
兵
器
の
な
い
平
和
で
公

正
な
世
界
を
め
ざ
し
て
」
と
、

今
年
も
「
あ
い
ち
平
和
行
進
」

の
名
古
屋
市
内
集
中
行
進
が
６

月
７
日
行
わ
れ
、
中
川
区
で
も

取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
１
１
０

人
余
が
参
加
し
、
「
戦
争
す
る

国
づ
く
り
」
へ
の
怒
り
を
示
し

ま
し
た
。

出
発
集
会
で
は
、
参
加
者
・

団
体
か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

県
内
通
し
行
進
の
佐
藤
さ
ん

（
区
内
在
住
）
が
激
励
と
決
意

を
語
り
ま
し
た
。
ま
た
、
先
の

Ｎ
Ｐ
Ｔ
会
議
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
行

動
に
参
加
し
た
、
新
日
本
婦
人

の
会
の
近
藤
さ
ん
か
ら
活
動
の

様
子
な
ど
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
か
ら
、
江
上
博
之

市
議
が
あ
い
さ
つ
。
「
安
倍
内

閣
の
暴
走
、
と
り
わ
け
憲
法
破

壊
の
『
戦
争
法
案
』
を
廃
案
に

す
る
た
た
か
い
に
全
力
を
尽
く

し
ま
し
ょ
う
」
と
訴
え
、
参
加

者
も
共
感
の
声
と
拍
手
で
こ
た

え
ま
し
た
。

行
進
は
、
高
畑
の
中
川
区
役

所
前
か
ら
、
区
内
を
め
ぐ
り
、

金
山
駅
南
口
ま
で
の
コ
ー
ス
。

「
核
兵
器
を
な
く
そ
う
！
原
発

は
い
ら
な
い
」
「
平
和
憲
法
を

守
ろ
う
」
「
ノ
ー
モ
ア
ヒ
ロ
シ

マ
・
ナ
ガ
サ
キ
・
ヒ
バ
ク
シ
ャ
、

そ
し
て
フ
ク
シ
マ
」
な
ど
と
コ
ー

ル
し
ま
し
た
。
参
加
者
が
「
い

い
ね
！
Ｏ
Ｋ
！
Ｏ
Ｋ
！
」
と
コ
ー

ル
。
沿
道
や
車
か
ら
声
援
や
ク

ラ
ク
シ
ョ
ン
が
鳴
ら
さ
れ
、
高

層
マ
ン
シ
ョ
ン
か
ら
窓
を
開
け

て
手
を
振
る
家
族
も
い
ま
し
た
。

小
さ
い
子
ど
も
さ
ん
と
手
を

つ
な
い
だ
パ
パ
や
マ
マ
も
参
加
。

大
勢
で
参
加
し
た
障
が
い
者
の

仲
間
た
ち
も
ゴ
ー
ル
ま
で
元
気

に
歩
き
通
し
、
平
和
の
願
い
を

響
か
せ
ま
し
た
。

６
月
議
会
が
、
６
月
19
日
開

会
し
ま
し
た
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

法
に
伴
う
個
人
情
報
保
護
条
例

の
改
正
な
ど
の
議
案
を
審
議
。

そ
し
て
、
学
校
給
食
費
の
無
料

化
、
敬
老
パ
ス
の
利
用
拡
大
、

リ
ニ
ア
建
設
の
問
題
点
、
ブ
ラ
ッ

ク
バ
イ
ト
と
奨
学
金
、
国
民
健

康
保
険
料
問
題
を
日
本
共
産
党

議
員
は
質
問
し
ま
し
た
。
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無
料
相
談
（
子
育
て
・
教
育
問
題
も
）

毎
週
月
・
木

午
後
６
時
半
か
ら
８
時

弁
護
士
相
談

毎
月
第
３
木
曜

江
上
ひ
ろ
ゆ
き
事
務
所
ま
で
電
話
３
６
３-

１
４
５
０

７
月
の
早
朝
宣
伝

３
日

金

近
鉄
戸
田

６
日

月

あ
お
な
み
線
小
本

７
日

火

下
之
一
色

10
日

金

高
畑

14
日

火

Ｊ
Ｒ
春
田

17
日

金

近
鉄
伏
屋

21
日

火

名
鉄
山
王

24
日

金

昭
和
橋

30
日

木

あ
お
な
み
線
荒
子

31
日

火

Ｊ
Ｒ
尾
頭
橋

朝
７
時
半
か
ら
８
時
10
分

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
催
さ

れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｔ
（
核
拡
散
防
止
条

約
）
再
検
討
会
議
に
参
加
し
た

新
日
本
婦
人
の
会
中
川
支
部
近

藤
由
喜
さ
ん
に
手
記
を
寄
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
の
協
力
で
集
め

ら
れ
た
「
核
兵
器
全
面
禁
止

の
ア
ピ
ー
ル
」
署
名
を
持
っ

て
国
連
に
向
か
っ
て
、
私
た

ち
は
大
き
な
赤
い
鯉
の
ぼ
り

に
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
つ
け
て

パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。
「
核

兵
器
廃
絶
は
人
類
の
悲
願
！
！
」

を
英
語
で
ね
。

そ
し
て
、
世
界
中
か
ら
集

め
ら
れ
た
署
名
６
３
３
万
６

２
０
５
人
分
を
国
連
の
ア
ン

グ
ラ
・
ケ
イ
ン
軍
縮
担
当
上

級
代
表
と
タ
ウ
ス
・
フ
ェ
ー

ル
キ
大
使
Ｎ
Ｐ
Ｔ
会
議
議
長

に
手
渡
し
ま
し
た
。
当
日
は

日
曜
日
な
の
に
、
わ
ざ
わ
ざ

私
た
ち
の
た
め
に
受
け
取
り

に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
き
ら
め
な
い
で
多
く
の

人
に
働
き
か
け
る
、
行
動
を

続
け
る
こ
と
、
声
を
上
げ
続

け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
痛
感

し
ま
し
た
。

写
真
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
を
１
０
０

０
人
パ
レ
ー
ド
し
た
時
の
も

の
で
す
。
（
４
月
27
日
）

Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
に
参
加
し
て

核
兵
器
な
く
そ
う

あ
い
ち
平
和
行
進
中
川
コ
ー
ス

戦
争
法
案
廃
案
の
声
も

障
が
い
者
の
仲
間
元
気
に

戦争法案廃案を求める決議

今年は、戦後７０年です。７０年前の戦争で、日本は、アジアの

人々２０００万人、日本人３１０万人を犠牲にしました。二度とふ

たたび政府の行為で戦争は行わないという反省に立ち、日本国憲法、

特に、憲法９条を制定しました。そして、７０年間、日本は、海外

で戦争によって一人も犠牲者を出さない平和国家を築いてきました。

今、国会では、「海外で戦争する国づくり」につながる戦争法案

とも呼ぶべき法案審議が進められています。これは、昨年７月１日、

日本が攻撃も受けていないのに、集団的自衛権を発動して武力行使

ができることを閣議決定し、その法案化といわれています。しかし、

内容は、さらに、海外のどこでも武力行使ができるようにするもの

で、第１に、武力行使と一体で、食料や燃料補給を行う支援で戦闘

地域に行くことを認める。第２に、国連の平和維持活動（ＰＫＯ）

のみならず、国際的な治安維持活動でも武力行使を認める。第３に、

日本が攻撃を受けていないのに、集団的自衛権の名で海外での武力

行使を認める、という大問題ばかりです。

この法案に対し、世論調査では、法案反対は、賛成を上回り、

「国民に十分に説明していると思うか」という質問に、81.4％の人

が、「十分に説明しているとは思わない」と答えています。（中日

新聞2015年6月1日付）民意は、法案の成立に反対、あるいは、拙速

な審議に反対しています。

さらに、6月4日行われた衆院憲法審査会で、「立憲主義」をテー

マに招致された参考人の憲法学者3氏全員が、集団的自衛権行使を

可能にする戦争法案について「憲法に違反する」と述べました。3

人の中には、自民党推薦も含まれています。憲法違反の法案は許さ

れません。

私たちは、生活の土台である平和を愛し、憲法９条を生かしていっ

そう平和な日本を建設することをめざしています。

よって、今国会で審議されている戦争法案とも呼ぶべき「安保法

制」の廃案を求め、少なくとも、今国会での徹底した論議で、拙速

に法案を成立させないことを私たちは、決議します。

２０１５年６月２１日戦争法案廃案を求める中川区集会参加者一同

名
古
屋
市
会
６
月
議
会
で
論
戦


